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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3,6273 3,6388 +0,0115 4,0159 -0,3771

対円 JPY 31,29 30,97 -0,32 28,05 +2,92

対ユーロ BRL 4,0596 4,1092 +0,0496 4,3686 -0,2594

対ドル JPY 113,45 112,70 -0,7500 112,69 +0,0100

対ユーロ JPY 127,02 127,25 +0,23 122,53 +4,72

Index 50.838 51.155 +317 42.794 +8.361

bps 386,6 372,1 -14,5 459,6 -87,5

% 13,88 13,66 -0,22 16,06 -2,40

% 13,59 13,56 -0,03 14,23 -0,67

% 0,629 0,629 +0,000 0,633 -0,004

Index 172,6 171,5 -1,1 163,2 +8,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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　　マーケットデータ
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昨日のドルレアルスポット相場は、取引開始直後こそレアル売りが優勢となり、一時３．６７台後半までレアル
安が進行したものの、引けにかけては、イエレンＦＲＢ議長のハト派コメントや、与党・労働党（ＰＴ）の最大の
連立パートナーであるブラジル民主運動党（ＰＭＤＢ）の離脱を背景に、ドル売りレアル買いに転じ、３．６３
台後半で取引を終えた。ニューヨークで講演を行ったイエレン氏は、世界経済の影響でリスクが高まってい
るため、当局が利上げを「慎重に進める」ことは適切であると指摘（足許で「４月利上げ」の可能性について
言及した地区連銀総裁のコメントが増えていただけに、ハト派姿勢が際立った）。リスクについては、以下の
２点に言及。①中国経済の減速：同国が輸出主導の成長から内需主導の成長へと変化する中、どのように
対応していくかが依然として不透明であること、②商品価格の下落：特に原油価格が一段と下落した場合、
世界経済に悪影響をもたらし得る。

注目されたＰＭＤＢの動向については、大方の市場予想通り、ブラジリアで開催された会合において政権か
らの離脱が正式に承認された。マーケットでは、「他の連立与党も追随する可能性があり、大統領弾劾の可
能性はかなり高まった」との見方が強まっているが、Ｔｅｍｅｒ副大統領が会合に参加していないなど、不透明
な部分も多く、引き続き流動的な時間帯が続くと想定される。


